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Abstract　Tke　tabiet　discussed　in　this　paper　is　one　of　the　unpublished　cuneiform　tablets　in　the　Kyoto

University　Museufn．　Kyoto　University　houses　sixty　cuneiform　tablets，　which　were　donated　by　Oxford

University　in　the　eariy　20’h　century．　Fifty－five　of　the　Sumerian　tablets　were　published　by　Pro£　Nakahara

between　！927　and　1928，

　The　cuneiform　tablet　discussed　in　this　paper　records　a　real　estate　co就ract　in　Akkadian，工t　indicates

that　NahiZ，　son　of　fddin－Lagamal，　bought　a　burz｛balabm　p｝ot．　The　tablet　a｝so　carries　the　personal　name

Apil－Sin，　which　refers　to　t難e　fourth　king　of　the　First　Babylonian　Dynasty　and　grandfather　of飾フnmurabi．

This　indicates　that　it　was　written　during　his　reign　（1830－18！3　BCE），　lt　is　supposed　that　the　tablet　is　one

of　the　documents　of　the　fli－amranni　family　archive　at　Dilbat．

Keywords　cunelform　tablet（櫻形文字粘土板），　Akkadian（アッカド語），　OB　Dilbat（古バビロニア

　　　　　　期デイルバト），KyOtO　UniverSity　MUSeUm（京都大学総合博物館）

＊資料調査を許可してくださった京都大学総合博物館，とくに村上由美子氏，横山藩翰には調査の

　さいに大変お世話になりました。ここに感謝申しあげます。本稿執筆にあたり有益なご助雷をく

　ださった中田一郎先生，前川和也先生，川崎康司先生，山田垂郎先生に感謝いたします。とくに

　中田一郎先生には専門的なご助霊を数多くいただきました。感謝申しあげます。

　　なお，本稿で使用する略号は次のとおりである。AM＝Ashmolean　Museum．　AS＝Apil－Sin，

　CAD　＝　M．　T．　Roth　et　al．　（eds．），　The　Assyrian　Dict・ionary　of　the　Oriental　lnstitute　of　the　University

　of　Chicago，　Chicago　：　The　Oriental　lnstitute　of　the　University　of　Chicago．　Gautier　＝　Gautier，　J，　一E，

　（1908）　Dilbat，　Archives　d’une　famille　de　Dilbat　au　temPs　de　la　Premie’re　dynastie　de　Babylone．　Le

　Caire：　lmprimerie　de　1’lnstitut　Francais　d’Archeologie　Orientale．　Sm　：　Sin－muballit，　TLB　1　＝

　Leemans，　W．　F．　（1954－1964）　Tablae　Czenetformes　a　F．　M．　Th．　de　Liagre　BO’hl　Collectae，　Leidae

　Conservatae　1．　Old　Babylo7tian　Legal　and　Administrative　Documents．　Leiden　：　Nederlands　lnstituut

　voor　het　Nabije　Oosten，
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は　じ　め　に

　京都大学総合博物館には，古代メソポタミア襖越文字関連の資料として，20世紀初頭に

オックスフォード大学から京都大学に嵜贈されたものを申心に60点の換形文字粘土板と1

点の円筒印章が収蔵されている。これらの粘土板は，申原（1927）に次のように紹介されて

いる：「濱田教授が滞英噸，オックスフォド大酔の故アッスリア學講師C．」，Ball博士の菟集

になるニップール出土の二形粘土板文書の一部を譲受将来されしもの五十六個とSayce博

士TBali博士，故内田博士等の寄贈になる四個とを合した六十個のタブレットが京都大学文

学部陳列館に所蔵されてみるが，其等のタブレットは夫々シュメール語，ハッチ語，アッス

リア語の撰形文字で書かれてみる。」

　これらの一群の資料は，基本的に博物館番号993が付されている。中原（！927），および

Nakahara（1928）において55点のシュメール語粘土板（アッカド王朝期資料1点，ウル第

三王朝期資料54点）が出版されたが，残りの粘土板5点（シュメール語資料1点，アッカ

ド語資料3点，ヒッタイト語資料1点）は未公刊のまま残されているll。

　これらの未畠版の粘土板について，京都大学総合博物館の許可のもと，山本孟氏と共同で

調査をすすめている2）。

　本稿では，未公刊のアッカド語粘土板のうち，古バビWニア時代初期の不動産売買文書に

ついて報告Lを行う。

1　粘土板の概要

　この粘土板は，縦5，9cm×横42　cm×厚さ！9　cmで縦長の形状で，アッカド語が刻まれ

ている。バビロン第一王朝時代（前1830－1813）に作成された不動産売買記録で，裏面6行

fiにアピル・シンの略名があらわれる（図1）。粘土板上部エッジ箇所に，博物館番号が記

載されていたと思われるシールが添付されているが，インクが消失しており番号は現在不明

になっている。大正4年の京都帝国大学文学部博物館購入記録にある「ボール氏寄贈のハム

1）　未公刊資料のうち，シュメール語粘土板1点としたものは，濱絹耕作編（！928）謬京都帝國大學

　文學部陳列館考古圏録増訂新版毒の第110にあげられている「ニップル発見文書（5）」である。

　同資料の説明にシュメール語との記載はないが，六書に付された英語図次には，Sumerian　Tablet

　と記載されている。掲載されている写真は裏面のみで，シュメール語入名等が確認できる。オッ

　クスフォード大学から寄贈されたさいの京都帝国大学文学都博物館購入記録賑によると，57点の

　撰形文字資料は，「Nippur（付’近）発見」と言爺幾されている。

2）　山本孟氏によってアケメネス朝時代のアッカド語資料についての論考は，「京都大学総合搏物館

　所蔵撰形文字粘土板資料（2）一アケメネス朝時代バビロニアにおける売翼契約文書」として本

　稿と購じ号に掲載されている。



京都大学総合博物館所蔵懊形文字粘土板資料（1）

議

蝕
・

綴．

図1京都大学総合博物館所蔵古バビロニア時代粘土板写真
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（上部エッジ空白部には，図1の写真で確認できるように，所蔵番号が記さ

れていたと考えられる縦6mm×横12　mmのシールが添付されている。）

図2京都大学総合博物館毒バビロニア時代粘土板ハンドコピー
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ラビ時代の粘土板」にあたると推定される3）。表裏両颪のほか上下，左のエッジ部分にも撲

形文字が刻まれている（写真！4））。アッカド語であるが，ほとんどがシュメール語表語文字

（スメWグラム）で表記されている（翻字ではブロック体で表記）。

1［［翻字と翻訳

京都大学総合搏物館所蔵古バビロニア時代アッカド語粘土板（5．9　cm×4．2　cm×1．9　cm）

1．翻字

表面

　1　）　1　sar　e．bur．bal

　2　）　da　mu－se　dEN．ZU－ga－mil

　3）　rk　da　e　dEN．ZU－i－qi－s“a－am”

　4　）　sagbi　sila．dagal．la

　5）　sad血rゐi5＞色E一万一奮一tu〃z

　6　）　ki　E－ri－is”一tum　／dumu．munus　dUrag－2a－ni－in

　7）　i！Va－hi－il　dumu　f－din－clLamaga－ma－al

　8）　in．Si．in．Sam

　9）　gamtil．la．bi．se

Lower　Edge）

　　　3　’／2　gin　ktt．babbar　／　in．na．la

裏面

　1　）　giS．ganna　ib±a．bal

　2）　ud．karぷ色1血．1a

　3　）　inim　nu．um．ga．ga．a．a

　4　）　a－iza　ba－aq－ri　bimtim

　5）IE－ri一断魏窺i－za－aa

3）　濱田耕作編（ig28）鯨都帝國大學文學部陳列館考古圏録増訂新鵜では，この写真の資料が

　「ダリウス時代文書」とされているが，博物館番暑993－90のアケメネス朝時代のアッカド語文書

　との取り違えと思われる。

4）　この粘土板の表面のカラー写真は，跨宙図録（京都大学総合博物館収蔵資料霞録第3号）遍

　（2017）の109頁「付篇：各地の文字資料～撰形文字粘土板を読む」資科番号！44に掲載されてい

　る。

5）　Koshurnikov　and　Yoffee（1986）においては，　saduls．biと翻字されている（AM　1951：4，5：AM

　！951：　7，　5）e
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　6　）　mu　dUrag　“　A－pil－dENZU　in．pad

　7　）　igi　ctEN．ZU”ga－mil　dumu　ciENZU－re－me－ni

　8　）　igi　Ma－ni－ia　dumu　dEN．ZUwai－din－am

　9　）　igi　A－lzzt－wa－qar　i“Sitimma

　10）　igi　dLa－gamama－al－ga1一mil　／　dumu　f－bi－dEN．ZU

　11）　igi　dSES．KI－gu．peg

Upper　Edge）

　　　童gi　dUra忌一辮％一6σ一証彦／dub．sar

Left　Edge）

　　　iti　Se．KIN．kus　／　mu．en．te．an．ki

2．翻訳

表面

　1）1サル（約36m2）のブルパルム物件（6　burubaltZm）6＞。

　2）隣は，シン・ガミル（Sln－g2mil）の通路，

　3）（もう一方の）隣は，シン・イキシャム（Sln－iql§am）の家である。

　4）その前面は，大逓り，

　5）背面は，エリシュトゥム（Eri§tum）の家である。

　6）ウラシュ・ザニン（UraS－zatiin）の娘，エリシュトゥムから，

　7－8）イディン・ラガマル（lddin－Lagama1＞の子，ナヒル（Nahil）が購i入した。

　9）その売買価格として，

Lower　Edge）（彼は）31／2シェケルの銀を彼女に支払った。

裏面

　1）売買（契約）は締結された。

　2－3）後日，誰も申し立てをしないこと，

　4）　（この）不動産のいかなる要求についても，

　5）エリシュトゥムが責任をもつ。

　6）ウラシュ神とアピル・シン王の名にかけて誓約を行った。

　7）証人：シン・レメニ（Sin－remenni）の子，シン・ガミル（Sin－gami1）。

　8）証人：シン・イディナム（Sin－iddinam）の子，マニヤ（Maniya）。

　9）証人：煉瓦工のアブ・ワカル（Ahu－waqar）。

6）以下，本稿では，吉バビロニア聴代の虻田文字資料で，6buntbalabm　2　stHfiされる不動産をブ

　ルバルム物件と訳出している。
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　10）証人：イビ・シン（lbbi－Sin）の子，ラガマル・ガミル（Lagamal－gamil）。

　ll）証人：Nanna－SUPES。

Upper£dge）西人：書記のウラシュ・ムバッリト（UraS－muballit）。

Left　Edge）アピル・シン治世…年，第12月。

3．注釈

・1行ブルパルム物件（6burabαlfint）

　CAD　によると，　bzcrblbalz2mは，“unimproved　land（？）”と説明される。また，

KOshumikOv　and　Yoffee（1986）では，“deserted　house”，　Goddeeris（2002）は“unbuilt

land”としている。このアッカド語単語bzcrubalabmと関連するとみられるシュメール語の

単講bururba1は，ウル第三王朝時代に耕作地について用いられることが知られている。

burui4－balについては，　Steinkeller（2017：565）が“fallowed　land，　lit．：”harvestable（land）

under　rotatiOn”，　Maekawa（1988：73）は“land　to　be｝eft　fallow”としている。逓常の家に

比べ安価で売買されており，空き家で放棄されている家を指すのではないかと考えられる。

・2行　シン・レメニの息子，シン・ガミル

　シン・レ八州〈Sカげ伽翻切の，慰子，シン・ガミル（Sin－gdmil）は，ディルバト出土粘

土板であるGautier！6，10－！1に岡一人物とおもわれる記述がみられる。シン・レメニの息

子との記述はないが，本稿粘土板裏面7行fiにもあらわれる人名である。

・6行　ウラシュ・ザニンの娘，エリシュトゥム

　このウラシュ・ザニン（Uras’一zdinin）の娘エリシュトゥム（E溶伽切という人名も，

同じくGautier　16，　L　2－3にあらわれる。また，別のディルバト出土粘土板AMI95！：2

［Sm14］（K：oshurnikov　and　Yoffee　1986）では，ウラシュ・ザニンの娘との記載はないが，エ

リシュトゥムの家の隣に位置する1／2サル（18m2）のburubalabmを，：本稿の粘土板と嗣じ

くイディン・ラガマル（刀励z一鞭㎎α初点の息、子であるナヒル（Nahil）が購入したとする

記録がある。

・7行　イディン・ラガマルの息子，ナヒル

　古バビロニア時代ディルバトのイリ・アムランニ（fli－a7nranni）一族のf家族文書

（faI謡y　arch玉ve）」に数多くあらわれる人名で，アピル・シン治世年代［AS］と，その息子で

あるシン・ムバリト治世年代［Sm］にみられる（Gautier　l2［AS14？］，　Gautier　l6［AS］，

Gautier　18，　8　［Sm2］；Gautier　！9，　2／8　［Sm6］，　Gautier　20　［Sm8］，　Gautier　29，　2／6，　Gautier　30，

1／6；Gautier　36，　3／7／11；AM1951：2，　14　［Sm14］；AM1951：3，　5／12　［AS13］　；AM1951：4，

2／5／11　［Sm2］iAM1951：7，　3／7　［Sm3］IYOS　14，　154，　5’　［Sm］iTLB　！，　235，　9’；TLB　1，　237，　13

［Sm　7（？）ほか）。このうち，少なくともGautier！2，　Gautier　16，　Gautier　20，　Gautier　29，

AM！951：2，　AMI951：3，　AMI951：4，　AM1951：7，　TLB　1，237は本稿粘土板と岡じくブル

パルム物件購入の文書である（AMI951：2〔Sm14］は，隣がエリシュトゥムの家で，前面
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が大通りの物件，AM1951：3［ASI3］は，隣がシン・ガミルの通路，前面が大通りの物件

である）。ナヒルがディルバトで多くのブルパルム物件を購入していることがわかる。

・嚢面6行　ウラシュ神

　古バビロニア時代の文書において，ウラシュ神は，ディルバトもしくはシッパルの粘土板

にあらわれる（Simmons　1978：lo）。

・Left　Edge　mu－en－te－an－ki（年名）

　裏ff　6行に神名と並んでアピル・シン王の名にかけて誓約が行われていることから（Mu　d

Ura§痴4「餌一dEN．ZU　in．pad），アピル・シン治世の年名であることがわかる。ただし，同じ

記名があらわれる資料がなく，アピル・シン治民何年かは不確定である。Gautier　16の年名

［mu＿E］N？ANKIに近い。

斑　粘土板の内容

　この粘土板は，記述内容から，ディルバト（Dilbat）出土の粘土板である。ディルバトは

バビwン近くの町で，古バビロニア時代，三都バビロンの穀物供給地であった。Goddeeris

（2002：225－26）によると，ディルバトはTell　Deylemであり，1000枚以上の粘土板が各地

の博物館等に収蔵されている。およそ400枚の古バビロニア誌代の粘土板が鐵版されている。

　古バビロニア時代のディルバトには2つの文書群が知られている〔Goddeeris　2002二226コ。

その1つが，イリ・アムランニ（fliwwamranni）一族の「i家族文書（family　archive）」で，

バビロン第一王朝初代王のスム・アブム（Sumu一一abum）7）治世（前1894一前1881＞から第

7代王サムス・イルナ（Samses－iluna）治世（前！749一前1712）の問の主として不動産取引

にかんする法律文書群である。本稿の粘三板はこの文書群に属するものと考えられる。

Goddeeris（2002）では，イリ・アムランニの息子であるイディン・ラガマル

（fddinmLagamdl），さらにイディン・ラガマルの息子であるナヒル（1＞tlhil）による不動産

売買を中心に52枚の粘土板が扱われており，burubaltZm物件の取引文書が11点ある。

　京都大学総合博物館所蔵の粘土板は，古バビロニア時代ディルバトのイリ・アムランニー

族の「家族文書」に属するもので，イリ・アムランニの孫であるナヒルによるburblbaltim

物件購入文書である。

　そのなかでも，Gautier（1908），　Dilbat，　Archives　d’une　famille　de　I）ilbat　au　temPs　de　la

7）　「バビwン罪名表」で初代の王とされるスム・アブムは，バビロニア北部の宗主的存在であった

　可能性があり，のちに「バビロン王名表」が編纂される段階で，バビロン第一王朝初代王として

　取り込まれたと考えられる。「バビWン王名表」で第二代の王とされているスム・ラ・エルが，近

　隣のボルシッパ，ラガバ，ディルバト，クタなどの諸都市を統合，またカザル，キシュ，ダムル

　ム，およびシッパルなどの小王国を短期間のうちに征服してバビUニア北西部一帯を支配下にお

　さめたバビロン王国の建国者であったと考えられる沖田2014：20－21］。
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Premi2re　dynastie　de　Babyloneで扱われているGautier　16に内容が近いものである。　Gautier

16は欠損箇所が多い粘土板であるが，同じくアピル・シン時代の文書で，1／3サル（約12

m2jのburubaldem物件の売買が記されている。売買物件の立地は，エリシュトゥムの家と

シン・ガミルの通路の問に位：許し，前面が大通りで背面はシン・ガミルの家である。売り手

はシン・レメニの子，シン・ガミルである。買い手の名は欠損している8｝。

　京都大学総合博物館所蔵粘土板で売買されている物件は，1サル（約36m2）の

burubalakmで，シン・ガミルの通路（私有地〉とシン・イキシャムの家の問に位置し，前

薦が大通りで，背面はエリシュトゥムの家である。売り手はエリシュトゥムで，買い手はナ

ヒルである。もし，シン・ガミルの通路が岡じものであるなら，下記のような立地が想定さ

れうる。

大通り

エリシュトゥムの家
e　burubalam

（Gautier　16）

シン・ガミルの家i

や
V
・
篭
〃
、
▽
S

　　肋郡μba’伽r

i本稿の売買物件、

�闔閧ﾍエリシュトゥム）

シン・イキシャ

@ムの家

エリシュトゥムの家

Gautier　16の粘土板では，年名箇所は，一部欠損しており，アピル・シン治世の何年かは

同定されていないが（［mu，、．］en－an一一ki9＞），その記述は，本稿の粘土板のものと近い。シ

ン・ガミルの通路を挟んで，両側のbzcrubaldem物件48　m2がアピル・シン治世の近い年代

に売買されていることになる。Gautier！6の買い手もナヒルである可能性がある。ナヒルが

8）　Gautier　16，　Obverse　1）　Y3　sar　e．　bur．　bal，　2）　da　e　E－ri－isV一［tim］．．．，　3）　dumu．　fnunus　d　UraS－

　za’ni－in　4）　d　da　mu－su－u－um，　5）　s“a　dEN．ZU－ga－mil，　6）　sagbi　sila．dagal．la，　7）　sa．ditr．bi　6　ciEN．

　ZU－gawwmil，　，．．　10）　ki　dEN，ZU－ga－mil，　11）　dumu　dEN．ZU－ri－me－ni

9）Gautier　16のハンドコピーは，　en－an－kiのように読める。　Horsnell（1999：90）は，［mu一一．

　瑚MAN．KIと翻字し，アピル・シン蒋代であるが，年名は同定できないとしている。　Horsnell

　はその注釈75において，Al－RawiがGautier　l6の年代を暫定的にアピル・シン8年（アピル・

　シン9年）としていることにたいし，可能性はあるがまったく確かではないとしている。この箇

　所は，左側エッジ部分2そ稲の最後の部分にあたり，その前の部分は完全に欠損している。欠損

　文字数の推定も難しい状態である。Goddeeris（2002：236）は，　Gautier　16の年代をアピル・シン

　11年としている。
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取得した2つのブルパルム物件（AM1951：2〔Sm14］，AMI951：3［ASI3］）も本稿の粘土

板の内容と関連がある可能性がある。AMI951：2は，シン・ムバリト14年にエリシュトゥ

ムの家とシヤトゥム（Siyatum）の家の間に位置し，前面が大通りで背面がウフム

（Uhhum）所有のブルパルム物件をナヒルが購．入した資料である。また，　AM1951：3は，

アマル・シン！3年のもので，片側がシン・ガミルの通路で，前廊が大通りの物件について

の記載がある。

　この京都大学総合博物館所蔵のディルバト出土の粘土板は，バビロン第一王朝アピル・シ

ン時代の年名について，あらたな情報を提供する重要な資料である。
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